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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　波長多重伝送に使用される波長多重信号光から特定の波長の信号を選択して取り出す波
長選択スイッチを用いた光クロスコネクト装置であって、
　それぞれに入力された波長多重信号光から特定の波長光を選択する、並列に配置された
複数の波長選択スイッチと、
　前記波長選択スイッチのそれぞれの前段に配置され、第１のポートから入力された光を
非相反部を通過して第２のポートに出力し、該第２のポートから入力された光を該非相反
部を通過して第３のポートに出力する複数の光サーキュレータと、
　前記波長選択スイッチの１つの方路に接続され、入射された全光を反射させる全反射ミ
ラーと、
　前記波長選択スイッチに対して、波長を選択するための波長編集信号及び波長の方路を
切り替えるための方路切替信号を出力する制御手段と、
を有し、
　前記光サーキュレータは、
　前記第１のポートから入力された波長多重信号光が入力されると、第２のポートより前
記波長選択スイッチに出力し、
　前記波長選択スイッチは、
　入力ポートから波長多重信号光が入力されると、前記波長編集信号に基づいて、波長帯
域毎に分割し、出力ポートから出力する複数の帯域分割フィルタを有し、該帯域分割フィ
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ルタは、波長帯域毎に分割された一つの波長光を一つの出力ポートからそのまま外部に出
力し、それ以外の波長光は次段の帯域分割フィルタに出力し、最後段の帯域分割フィルタ
は、波長帯域毎に分割された波長光をそのまま外部に出力する構成を有し、
　前記光サーキュレータを介して波長多重信号光が入力されると、前記波長編集信号に基
づいて波長光を選択して、前記方路切替信号に基づいて１つの方路に接続された前記全反
射ミラーに選択された波長光を出力し、残りの波長光を他の波長選択スイッチに出力し、
　前記全反射ミラーから全反射された波長光が入力されると、該波長光を前記光サーキュ
レータに出力し、
　前記光サーキュレータは、
　前記波長選択スイッチから出力された前記波長光が前記第２のポートより入力されると
、該波長光を前記第３のポートより出力する、
ことを特徴とする光クロスコネクト装置。
【請求項２】
　波長多重伝送に使用される波長多重信号光から特定の波長の信号を選択して取り出す波
長選択スイッチを用いた光クロスコネクト装置とユーザネットワークインタフェース（Ｕ
ＮＩ）から構成される光クロスコネクトシステムであって、
　前記光クロスコネクト装置は、
　請求項１記載の光クロスコネクト装置であり、
　前記ＵＮＩは、
　入力された波長多重信号光から特定の波長光を選択する波長選択スイッチと、
　前記波長選択スイッチのそれぞれの前段に配置され、第１のポートから入力された光を
非相反部を通過して第２のポートに出力し、該第２のポートから入力された光を該非相反
部を通過して第３のポートに出力する複数の光サーキュレータと、
　前記波長選択スイッチの１つの方路に接続され、入射された全光を反射させる全反射ミ
ラーと、
を有し、
　前記ＵＮＩの前記光サーキュレータは、
　前記第１のポートから入力された波長多重信号光が入力されると、第２のポートより前
記波長選択スイッチに出力し、
　前記ＵＮＩの前記波長選択スイッチは、
　入力ポートから波長多重信号光が入力されると、波長編集信号に基づいて、波長帯域毎
に分割し、出力ポートから出力する複数の帯域分割フィルタを有し、該帯域分割フィルタ
は、波長帯域毎に分割された一つの波長光を一つの出力ポートからそのまま外部に出力し
、それ以外の波長光は次段の帯域分割フィルタに出力し、最後段の帯域分割フィルタは、
波長帯域毎に分割された波長光をそのまま外部に出力する構成を有し、
　前記光サーキュレータを介して波長多重信号光が入力されると、前記光クロスコネクト
装置から入力された波長編集信号に基づいて波長光を選択し、選択された波長光を波長の
方路を切り替えるための方路切替信号に基づいて、１つの方路に接続された前記全反射ミ
ラーに出力し、残りの波長光を該光クロスコネクト装置の波長選択スイッチに出力し、
　前記全反射ミラーから全反射された波長光及び他の波長選択スイッチから波長光が入力
されると、前記波長編集信号に基づいて該波長光を選択し、前記方路切替信号に基づいて
選択された該波長光を前記光サーキュレータに出力し、
　前記ＵＮＩの光サーキュレータは、
　前記ＵＮＩの前記波長選択スイッチから出力された波長光が前記第２のポートより入力
されると、該波長光を前記第３のポートより出力する、
　ことを特徴とする光クロスコネクトシステム。
【請求項３】
　波長多重伝送に使用される波長多重信号光から特定の波長の信号を選択して取り出す波
長選択スイッチを用いた光クロスコネクト装置と、現用系及び該現用系において通信がで
きなくなった場合に予備系に切り替える冗長系のユーザネットワークインタフェース（Ｕ
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ＮＩ）から構成される光クロスコネクトシステムであって、
　前記光クロスコネクト装置は、請求項１記載の光クロスコネクト装置であり、
　前記ＵＮＩは、
　入力された波長多重信号光から特定の波長光を選択する現用系と予備系の波長選択スイ
ッチと、
　前記現用系の波長選択スイッチと前記予備系の波長選択スイッチのそれぞれの前段に配
置され、第１のポートから入力された光を非相反部を通過して第２のポートに出力し、該
第２のポートから入力された光を該非相反部を通過して第３のポートに出力する光サーキ
ュレータと、
　前記波長選択スイッチの１つの方路に接続され、入射された全光を反射させる全反射ミ
ラーと、
を有し、
　前記ＵＮＩの前記現用系及び前記予備系の前記光サーキュレータは、
　前記第１のポートから入力された波長多重信号光が入力されると、第２のポートより前
記波長選択スイッチに出力し、
　前記ＵＮＩの前記現用系及び前記予備系の前記波長選択スイッチは、
　入力ポートから波長多重信号光が入力されると、波長編集信号に基づいて、波長帯域毎
に分割し、出力ポートから出力する複数の帯-域分割フィルタを有し、該帯域分割フィル
タは、波長帯域毎に分割された一つの波長光を一つの出力ポートからそのまま外部に出力
し、それ以外の波長光は次段の帯域分割フィルタに出力し、最後段の帯域分割フィルタは
、波長帯域毎に分割された波長光をそのまま外部に出力する構成を有し、
　前記第１の光サーキュレータを介して波長多重信号光が入力されると、前記光クロスコ
ネクト装置から入力された波長編集信号に基づいて波長光を選択して、選択された波長光
を波長の方路を切り替えるための方路切替信号に基づいて１つの方路に接続された前記全
反射ミラーに出力し、残りの波長光を前記光クロスコネクト装置の波長選択スイッチに出
力し、
　前記全反射ミラーからの全反射された波長光及び前記光クロスコネクト装置の波長選択
スイッチからの波長光が入力されると、前記波長編集信号に基づいて選択した波長光を前
記方路切替信号に基づいて前記光サーキュレータに出力し、
　前記ＵＮＩの前記現用系及び前記予備系の光サーキュレータは、
　前記ＵＮＩの前記波長選択スイッチから出力された波長光が前記第２のポートより入力
されると、該波長光を前記第３のポートより出力する、
　ことを特徴とする光クロスコネクトシステム。
【請求項４】
　波長多重伝送に使用される波長多重信号光から特定の波長の信号を選択して取り出す波
長選択スイッチを用いた光クロスコネクト装置における信号制御方法であって、
　それぞれに入力された波長多重信号光から特定の波長光を選択する、並列に配置された
複数の波長選択スイッチと、
　前記波長選択スイッチのそれぞれの前段に配置され、第１のポートから入力された光を
非相反部を通過して第２のポートに出力し、該第２のポートから入力された光を該非相反
部を通過して第３のポートに出力する複数の光サーキュレータと、
　前記波長選択スイッチの１つの方路に接続され、入射された全光を反射させる全反射ミ
ラーと、
　前記波長選択スイッチに対して、波長を選択するための波長編集信号及び波長の方路を
切り替えるための方路切替信号を出力する制御手段と、
を有する光クロスコネクト装置において、
　前記光サーキュレータは、
　前記第１のポートから入力された波長多重信号光が入力されると、第２のポートより波
長選択スイッチに出力し、
　前記波長選択スイッチは、
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　入力ポートから波長多重信号光が入力されると、波長編集信号に基づいて波長帯域毎に
分割し、出力ポートから出力する複数の帯域分割フィルタを有し、該帯域分割フィルタは
、波長帯域毎に分割された一つの波長光を一つの出力ポートからそのまま外部に出力し、
それ以外の波長光は次段の帯域分割フィルタに出力し、最後段の帯域分割フィルタは、波
長帯域毎に分割された波長光をそのまま外部に出力する構成を有し、
　前記光サーキュレータを介して波長多重信号光が入力されると、前記波長編集信号に基
づいて波長光を選択して、前記方路切替信号に基づいて１つの方路に接続された前記全反
射ミラーに選択された波長光を出力すると共に、残りの波長光を他の波長選択スイッチに
出力し、
　前記全反射ミラーから波長光が入力されると、波長光を前記光サーキュレータに出力し
、
　前記光サーキュレータは、
　前記波長選択スイッチから出力された前記波長光が前記第２のポートより入力されると
、該波長光を前記第３のポートより出力する、
ことを特徴とする光クロスコネクト装置における信号制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、波長多重伝送システムにおける光クロスコネクト装置及び光クロスコネクト
システム及び光クロスコネクト装置における信号制御方法に係り、特に、各波長をあるま
とまりに編集し、生成した波長群毎に方路設定等の信号処理を行うための波長多重光から
特定の信号を選択して取り出す波長選択スイッチを用いた光クロスコネクト装置及びユー
ザ端末等のユーザネットワークインタフェース（ＵＮＩ）を収容する光クロスコネクトシ
ステム及び光クロスコネクト装置における信号制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光通信システムでは、１本の光ファイバに異なる波長光を複数伝搬させることができる
波長多重通信技術（WDM：Wavelength Division Multiplexing）を用いることによって伝
送容量を増大させている。このＷＤＭにおいて、波長多重信号光から特定の波長信号を取
り出す波長選択スイッチを利用した光クロスコネクト装置が利用されている。
【０００３】
　従来の光クロスコネクト装置について説明する。
【０００４】
　図６は、従来の光クロスコネクト装置の構成を示す。
【０００５】
　同図に示す光クロスコネクト装置は、波長を管理し、波長編集信号を出力する制御部２
と、入力側、出力側とも４個ずつの波長選択スイッチ１を有する。入力側の波長選択スイ
ッチ１に波長が入力されると、制御部２からの波長編集信号及び方路切替信号に基づいて
選択された波長が出力側の波長選択スイッチ１に出力される（例えば、非特許文献１参照
）。
【０００６】
　図６の構成における波長選択スイッチ１の構成を図７に示す。
【０００７】
　図７に示す波長選択スイッチ１は、１入力Ｎ出力（１×Ｎ）であり、１つの分波器１０
、分波器１０に接続された複数の光スイッチ２０、光スイッチ２０に接続された複数の合
波器３０から構成される。
【０００８】
　同図に示す分波器１０は、１つの入力ポートから入力されたλ１，λ２，…，λｎのｎ
チャネルからなる波長多重信号光を波長編集信号に基づいてｎ個に分波し、ｎ個の光スイ
ッチ２０に出力し、合波器３０において個々の光スイッチ２０から出力された波長光を合
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波して出力する。つまり、波長多重信号光のチャネル数と同数の光スイッチが必要となる
。同図の例では、λ１，λ２，…，λ１１の波長多重信号光を１１に分波し、１１個の光
スイッチ２０に出力している。
【０００９】
　それぞれの光スイッチ２０は、１つの入力ポートとＭ（Ｍは合波器の数）個の出力ポー
トを持ち、入力された何れかのＷＤＭ入力光を方路切替信号に基づいて切り替えて何れか
の合波器３０に出力する。
【００１０】
　合波器３０は、光スイッチ２０から入力された波長を合波して出力する。図７の例では
、４つの合波器が設けられており、合波された波長λ１～λ３、波長λ４～λ６、波長λ

７～λ８、波長λ９～λ１１が各出力ポートから出力される。
【非特許文献１】Lei Zong, Philip Ji, Ting Wang, Osamu Matsuda, Milorad Cvijetic,
 "Study on Wave length Cross-Connect Realized with Wavelength Selective Switches
", Optical Fiber Communications 2006.
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、従来の波長多重信号光のチャネル数と同数の光スイッチを内蔵する波長
選択スイッチを用いた光クロスコネクト装置は、波長選択スイッチの数が増加するに伴い
、光スイッチの数が増加するため、波長選択スイッチの挿入損失は非常に大きなものとな
る。
【００１２】
　本発明は、上記の点に鑑みなされたもので、光スイッチのみならず、波長選択スイッチ
の数をも削減し、低コスト化が可能な光クロスコネクト装置及び光クロスコネクトシステ
ム及び光クロスコネクト装置における信号制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　図１は、本発明の原理構成図である。
【００１４】
　本発明（請求項１）は、波長多重伝送に使用される波長多重信号光から特定の波長の信
号を選択して取り出す波長選択スイッチを用いた光クロスコネクト装置であって、
　それぞれに入力された波長多重信号光から特定の波長光を選択する、並列に配置された
複数の波長選択スイッチ１２０と、
　波長選択スイッチ１２０のそれぞれの前段に配置され、第１のポートから入力された光
を非相反部を通過して第２のポートに出力し、該第２のポートから入力された光を該非相
反部を通過して第３のポートに出力する複数の光サーキュレータ１１０と、
　波長選択スイッチ１２０の１つの方路に接続され、入射された全光を反射させる全反射
ミラー１３０と、
　波長選択スイッチ１２０に対して、波長を選択するための波長編集信号及び波長の方路
を切り替えるための方路切替信号を出力する制御手段１５０と、
を有し、
　光サーキュレータ１１０は、
　第１のポートから入力された波長多重信号光が入力されると、第２のポートより波長選
択スイッチ１２０に出力し、
　波長選択スイッチ１２０は、
　入力ポートから波長多重信号光が入力されると、波長編集信号に基づいて、波長帯域毎
に分割し、出力ポートから出力する複数の帯域分割フィルタを有し、該帯域分割フィルタ
は、波長帯域毎に分割された一つの波長光を一つの出力ポートからそのまま外部に出力し
、それ以外の波長光は次段の帯域分割フィルタに出力し、最後段の帯域分割フィルタは、
波長帯域毎に分割された波長光をそのまま外部に出力する構成を有し、



(6) JP 4809802 B2 2011.11.9

10

20

30

40

50

　光サーキュレータ１１０を介して波長多重信号光が入力されると、波長編集信号に基づ
いて波長光を選択して、方路切替信号に基づいて１つの方路に接続された全反射ミラー１
３０に選択された波長光を出力し、残りの波長光を他の波長選択スイッチ１２０に出力し
、
　全反射ミラー１３０から全反射された波長光が入力されると、該波長光を光サーキュレ
ータ１１０に出力し、
　光サーキュレータ１１０は、
　波長選択スイッチ１２０から出力された波長光が第２のポートより入力されると、該波
長光を第３のポートより出力する。
【００１５】
　本発明（請求項２）は、波長多重伝送に使用される波長多重信号光から特定の波長の信
号を選択して取り出す波長選択スイッチを用いた光クロスコネクト装置とユーザネットワ
ークインタフェース（ＵＮＩ）から構成される光クロスコネクトシステムであって、
　光クロスコネクト装置は、
　請求項１記載の光クロスコネクト装置であり、
　ＵＮＩは、
　入力された波長多重信号光から特定の波長光を選択する波長選択スイッチと、
　波長選択スイッチのそれぞれの前段に配置され、第１のポートから入力された光を非相
反部を通過して第２のポートに出力し、該第２のポートから入力された光を該非相反部を
通過して第３のポートに出力する複数の光サーキュレータと、
　波長選択スイッチの１つの方路に接続され、入射された全光を反射させる全反射ミラー
と、
を有し、
　ＵＮＩの光サーキュレータは、
　第１のポートから入力された波長多重信号光が入力されると、第２のポートより波長選
択スイッチに出力し、
　ＵＮＩの波長選択スイッチは、
　入力ポートから波長多重信号光が入力されると、波長編集信号に基づいて、波長帯域毎
に分割し、出力ポートから出力する複数の帯域分割フィルタを有し、該帯域分割フィルタ
は、波長帯域毎に分割された一つの波長光を一つの出力ポートからそのまま外部に出力し
、それ以外の波長光は次段の帯域分割フィルタに出力し、最後段の帯域分割フィルタは、
波長帯域毎に分割された波長光をそのまま外部に出力する構成を有し、
　光サーキュレータを介して波長多重信号光が入力されると、光クロスコネクト装置から
入力された波長編集信号に基づいて波長光を選択し、選択された波長光を波長の方路を切
り替えるための方路切替信号に基づいて、１つの方路に接続された全反射ミラーに出力し
、残りの波長光を該光クロスコネクト装置の波長選択スイッチに出力し、
　全反射ミラーから全反射された波長光及び他の波長選択スイッチから波長光が入力され
ると、波長編集信号に基づいて該波長光を選択し、方路切替信号に基づいて選択された該
波長光を光サーキュレータに出力し、
　ＵＮＩの光サーキュレータは、
　ＵＮＩの波長選択スイッチから出力された波長光が第２のポートより入力されると、該
波長光を第３のポートより出力する。
【００１６】
　本発明（請求項３）は、波長多重伝送に使用される波長多重信号光から特定の波長の信
号を選択して取り出す波長選択スイッチを用いた光クロスコネクト装置と、現用系及び該
現用系において通信ができなくなった場合に予備系に切り替える冗長系のユーザネットワ
ークインタフェース（ＵＮＩ）から構成される光クロスコネクトシステムであって、
　光クロスコネクト装置は、請求項１記載の光クロスコネクト装置であり、
　ＵＮＩは、
　入力された波長多重信号光から特定の波長光を選択する現用系と予備系の波長選択スイ
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ッチと、
　現用系の波長選択スイッチと予備系の波長選択スイッチのそれぞれの前段に配置され、
第１のポートから入力された光を非相反部を通過して第２のポートに出力し、該第２のポ
ートから入力された光を該非相反部を通過して第３のポートに出力する光サーキュレータ
と、
　波長選択スイッチの１つの方路に接続され、入射された全光を反射させる全反射ミラー
と、
を有し、
　ＵＮＩの現用系及び予備系の光サーキュレータは、
　第１のポートから入力された波長多重信号光が入力されると、第２のポートより波長選
択スイッチに出力し、
　ＵＮＩの現用系及び予備系の波長選択スイッチは、
　入力ポートから波長多重信号光が入力されると、波長編集信号に基づいて、波長帯域毎
に分割し、出力ポートから出力する複数の帯-域分割フィルタを有し、該帯域分割フィル
タは、波長帯域毎に分割された一つの波長光を一つの出力ポートからそのまま外部に出力
し、それ以外の波長光は次段の帯域分割フィルタに出力し、最後段の帯域分割フィルタは
、波長帯域毎に分割された波長光をそのまま外部に出力する構成を有し、
　第１の光サーキュレータを介して波長多重信号光が入力されると、光クロスコネクト装
置から入力された波長編集信号に基づいて波長光を選択して、選択された波長光を波長の
方路を切り替えるための方路切替信号に基づいて１つの方路に接続された全反射ミラーに
出力し、残りの波長光を光クロスコネクト装置の波長選択スイッチに出力し、
　全反射ミラーからの全反射された波長光及び光クロスコネクト装置の波長選択スイッチ
からの波長光が入力されると、波長編集信号に基づいて選択した波長光を方路切替信号に
基づいて光サーキュレータに出力し、
　ＵＮＩの現用系及び予備系の光サーキュレータは、
　ＵＮＩの波長選択スイッチから出力された波長光が第２のポートより入力されると、該
波長光を第３のポートより出力する。
【００１７】
　本発明（請求項４）は、波長多重伝送に使用される波長多重信号光から特定の波長の信
号を選択して取り出す波長選択スイッチを用いた光クロスコネクト装置における信号制御
方法であって、
　それぞれに入力された波長多重信号光から特定の波長光を選択する、並列に配置された
複数の波長選択スイッチと、
　波長選択スイッチのそれぞれの前段に配置され、第１のポートから入力された光を非相
反部を通過して第２のポートに出力し、該第２のポートから入力された光を該非相反部を
通過して第３のポートに出力する複数の光サーキュレータと、
　波長選択スイッチの１つの方路に接続され、入射された全光を反射させる全反射ミラー
と、
　波長選択スイッチに対して、波長を選択するための波長編集信号及び波長の方路を切り
替えるための方路切替信号を出力する制御手段と、
を有する光クロスコネクト装置において、
　光サーキュレータは、
　第１のポートから入力された波長多重信号光が入力されると、第２のポートより波長選
択スイッチに出力し、
　波長選択スイッチは、
　入力ポートから波長多重信号光が入力されると、波長編集信号に基づいて波長帯域毎に
分割し、出力ポートから出力する複数の帯域分割フィルタを有し、該帯域分割フィルタは
、波長帯域毎に分割された一つの波長光を一つの出力ポートからそのまま外部に出力し、
それ以外の波長光は次段の帯域分割フィルタに出力し、最後段の帯域分割フィルタは、波
長帯域毎に分割された波長光をそのまま外部に出力する構成を有し、
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　光サーキュレータを介して波長多重信号光が入力されると、波長編集信号に基づいて波
長光を選択して、方路切替信号に基づいて１つの方路に接続された全反射ミラーに選択さ
れた波長光を出力すると共に、残りの波長光を他の波長選択スイッチに出力し、
　全反射ミラーから波長光が入力されると、波長光を光サーキュレータに出力し、
　光サーキュレータは、
　波長選択スイッチから出力された波長光が第２のポートより入力されると、該波長光を
第３のポートより出力する。
【発明の効果】
【００１８】
　上記のように本発明によれば、光スイッチを含まない波長選択スイッチを用い、当該波
長選択スイッチの前段に光サーキュレータを挿入し、波長選択スイッチの１つの方路に全
反射ミラーを設けた折り返し構成とすることにより、波長選択スイッチ、及び、光スイッ
チの数を削減することができるため、低コスト化を図ることができる。
【００１９】
　また、ＵＮＩ(User Network Interface)を収容するシステムにおいても、ＵＮＩ側に上
記と同様に、波長選択スイッチの前段に光サーキュレータを用い、波長選択スイッチの１
つの方路に全反射ミラーを設けることにより、ＵＮＩにおいても波長選択スイッチ及び光
スイッチの数を削減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、図面と共に本発明の実施の形態を説明する。
【００２１】
　［第１の実施の形態］
　図２は、本発明の第１の実施の形態における光クロスコネクト装置の構成を示す。
【００２２】
　同図に示す光クロスコネクト装置は、入力された光を非相反部を通過させて出力する複
数の光サーキュレータ１１０、波長多重信号光から特定の波長の信号を選択して取り出す
複数の波長選択スイッチ１２０、入射された全ての光を反射する複数の全反射ミラー１３
０、及び波長編集信号と方路切替信号を出力する制御部１５０から構成される。制御部１
５０は、波長及び波長の方路を記憶手段（図示せず）にて管理し、波長選択スイッチ１２
０に対して波長を選択するための波長編集信号と、波長の方路を切り替えるための方路切
替信号を出力する。
【００２３】
　光サーキュレータ１１０は、波長選択スイッチ１２０の前段に設けられる。
【００２４】
　全反射ミラー１３０は、波長選択スイッチ１２０の１つの出力ポートに接続される。
【００２５】
　当該光クロスコネクト装置の波長選択スイッチ１０２は、図３のような構成を有する。
【００２６】
　図３に示す波長選択スイッチ１２０は、３つの帯域分割フィルタ１２１１～１２１３か
ら構成される。
【００２７】
　各帯域分割フィルタ１２１１～１２１３は、入力ポートより入力された波長多重信号光
を波長編集信号に基づいて波長帯域毎に分割し、一方はそのまま出力ポートに出力し、も
う一方の波長光は次段の帯域分割フィルタに出力する。また、最後段の帯域分割フィルタ
１２１３は、分割した波長光を全て出力ポートに出力する。

【００２８】
　図３の例において、帯域分割フィルタ１２１１は、入力ポートに波長多重信号光λ１～
λ１１が入力されると、２つの波長λ１～λ４、波長λ５～λ１１に帯域分割し、波長λ
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１～λ４はそのまま出力側のポートに出力し、波長λ５～λ１１は次段の帯域分割フィル
タ１２１２に出力する。帯域分割フィルタ１２１２は、帯域分割フィルタ１２１１から入
力された波長λ５～λ１１を波長λ５～λ７、波長λ８～λ１１に帯域分割し、波長λ５

～λ７は出力側のポートに出力し、波長λ８～λ１１は帯域分割フィルタ１２１３に出力
する。帯域分割フィルタ１２１３は、帯域分割フィルタ１２１２から入力された波長光λ
８～λ１１を波長λ８，λ９、波長λ１０，λ１１に帯域分割し、出力側のポートに出力
する。
【００２９】
　なお、上記の図３の構成では、帯域分割フィルタ１２１を３個設けているが、この例に
限定されることなく、必要に応じてｎ個設けることが可能である。また、図３では個々の
帯域分割フィルタのポート数を２個としているが、この例に限定されることなく、適宜増
設することも可能である。
【００３０】
　図３に示す構成の波長選択スイッチ１２０１の場合、帯域分割フィルタ１２１１の出力
ポートｂに全反射ミラー１３０が接続されているものとする。また、波長選択スイッチ１
２０2～１２０４については、帯域分割フィルタ１２１３の出力ポートｅに全反射ミラー
１３０が接続されるものとする。なお、選択されたどの波長を全反射ミラーに出力するか
は方路切替信号に依る。
【００３１】
　図２に示す光サーキュレータ１１０は、入力ポートから入射された光を非相反部を通過
させて波長選択スイッチ１２０の入力ポートに出力する。また、波長選択スイッチ１２０
から出力された波長を出力ポートに出力する。
【００３２】
　例えば、光サーキュレータ１１０１において、入力ポートｈから入射された波長多重光
は、ポートｉから波長選択スイッチ１２０１に出力され、波長選択スイッチ１２０１から
ポートｉに入力された光はポートｊに出力される。
【００３３】
　図２の構成において、入力ポートから光サーキュレータ１１０１に波長多重光が入力さ
れると、波長選択スイッチ１２０１に出力される。このうち、波長選択スイッチ１２０１

の帯域分割フィルタ１２１１のポートｂから選択された波長光が全反射ミラー１３０１に
出力されると、当該波長光は全反射されて波長選択スイッチ１２０１に戻される。波長選
択スイッチ１２０１は、この波長光を光サーキュレータ１１０１に出力する。光サーキュ
レータ１１０１は、当該波長光を出力ポートから出力する。また波長選択スイッチ１２０

１の出力ポートｃ、ｄ、ｅからの波長光は他の波長選択スイッチ１２０２，１２０３，１
２０４にそれぞれ出力される。
【００３４】
　上記のように光クロスコネクト装置を、光スイッチを内蔵しない波長選択スイッチを用
い、その波長選択スイッチの１つの方路に全反射ミラーを設け、光サーキュレータによる
折り返し構成とすることにより、光スイッチを不要とし、波長選択スイッチの数も削減す
ることができる。
【００３５】
　［第２の実施の形態］
　本実施の形態では、前述の第１の実施の形態における光クロスコネクト装置にユーザイ
ンタフェースを収容したシステムについて説明する。
【００３６】
　図４は、本発明の第２の実施の形態におけるユーザインタフェースを収容したシステム
構成を示す。
【００３７】
　同図に示すシステムは、第１の実施の形態における光クロスコネクト装置１００と、Ｕ
ＮＩ（User Network Interface）インタフェース２００から構成される。
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【００３８】
　光クロスコネクト装置１００は、第１の実施の形態と同様の構成であるため、その説明
を省略する。但し、制御部１５０からの波長編集信号及び方路切替信号は、光クロスコネ
クト装置１００内のみならず、ＵＮＩインタフェースの波長選択スイッチにも出力される
。
【００３９】
　ＵＮＩインタフェース２００は、光サーキュレータ２１０、波長選択スイッチ２２０、
全反射ミラー２３０が各１つずつ設けられている。
【００４０】
　光サーキュレータ２１０は、波長選択スイッチ２２０に接続され、全反射ミラーは、波
長選択スイッチ２２０の１つの方路に接続されている。
【００４１】
　ＵＮＩインタフェース２００の波長選択スイッチ２２０は、第１の実施の形態の図３に
示す構成と同様である。図４の例では、入力ポートｆから光サーキュレータ２１０を介し
て波長多重光が入力されると、制御部１５０からの波長編集信号に基づいて波長が選択さ
れ、方路切替信号に基づいて４つの方路のうち、１つは全反射ミラー２３０に出力され、
残りの方路の波長光は、光クロスコネクト装置１００の各波長選択スイッチ１２０に出力
される。また、光クロスコネクト装置１００の各波長選択スイッチ１２０から出力された
波長が入力される。
【００４２】
　全反射ミラー２３０から反射された反射光、光クロスコネクト装置１００の波長選択ス
イッチ１２０から入力された波長光が波長選択スイッチ２２０に入力されると、制御部１
５０からの波長編集信号により波長選択され、方路切替信号に基づいて光サーキュレータ
２１０に入力され、出力ポートｇより出力される。
【００４３】
　なお、上記の構成では、光クロスコネクト装置１００の制御部１５０において、ＵＮＩ
インタフェースの波長制御スイッチを制御する例を示しているが、この例に限定されるこ
となく、ＵＮＩインタフェース２００側にも制御部を設け、２つの制御部において相互に
データを共有して連携することも可能である。
【００４４】
　上記のように、光クロスコネクト装置に収容されるＵＮＩインタフェースの構成を、光
クロスコネクト装置と同様に、光サーキュレータ、光スイッチを内蔵しない波長選択スイ
ッチを用い、全反射ミラーにより折り返しの構成とすることにより、光スイッチ、波長選
択スイッチの数を削減することができる。
【００４５】
　なお、上記では、ＵＮＩインタフェースの構成に全反射ミラーを設ける例を示している
が、この例に限定されることなく、全反射ミラーを設けない構成としてもよい。
【００４６】
　［第３の実施の形態］
　本実施の形態では、第１の実施の形態における光クロスコネクト装置において、現用系
及び予備系からなる冗長系のＵＮＩインタフェースを収容したシステムについて説明する
。
【００４７】
　図５は、本発明の第３の実施の形態における冗長系のユーザインタフェースを収容した
システム構成を示す。
【００４８】
　同図に示すシステムは、第１の実施の形態における光クロスコネクト装置１００と、Ｕ
ＮＩインタフェース３００から構成される。
【００４９】
　光クロスコネクト装置１００は、第１の実施の形態と同様であるので、その説明を省略
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する。但し、制御部１５０からの波長編集信号及び方路切替信号は、光クロスコネクト装
置１００内のみならず、ＵＮＩインタフェースの波長選択スイッチにも出力される。
【００５０】
　ＵＮＩインタフェース３００は、現用系と予備系からなる冗長系であり、現用系と予備
系は、それぞれ、光サーキュレータ３１０、波長選択スイッチ３２０、全反射ミラー３３
０を有し、波長選択スイッチ３２０１，３２０２は、光クロスコネクト装置１００の制御
部１５０から出力される波長選択信号により波長を選択し、方路切替信号に基づいて何れ
かのポートから選択された波長を出力する。
【００５１】
　ＵＮＩインタフェース３００の現用系及び予備系の個々の構成要素の動作は、第２の実
施の形態と同様であるので省略するが、本例は、冗長系であるため、現用系において障害
の発生等により通信が不可能となった場合には、予備系に切り替えられて通信を行う。例
えば、現用系において障害が発生した場合は、予備系の光サーキュレータ３１０２、波長
選択スイッチ３２０２、全反射ミラー３３０２を用いて通信を行う。
【００５２】
　なお、上記の構成では、光クロスコネクト装置１００の制御部１５０において、ＵＮＩ
インタフェースの波長制御スイッチを制御する例を示しているが、この例に限定されるこ
となく、ＵＮＩインタフェース２００側にも制御部を設け、２つの制御部において相互に
データを共有して連携することも可能である。
【００５３】
　上記のように、冗長系の場合も、光クロスコネクト装置に収容される冗長系のＵＮＩイ
ンタフェースの構成を、光クロスコネクト装置と同様に、光サーキュレータ、光スイッチ
を内蔵しない波長選択スイッチ、全反射ミラーを用いることにより、光スイッチ、波長選
択スイッチの数を削減することができる。
【００５４】
　本実施の形態においても、ＵＮＩインタフェースの構成に全反射ミラーを設ける例を示
しているが、第２の実施の形態と同様に、全反射ミラーを設けない構成としてもよい。
【００５５】
　なお、本発明は、上記の実施の形態に限定されることなく、特許請求の範囲内において
種々変更・応用が可能である。
【産業上の利用可能性】
【００５６】
　本発明は、光波長多重システムにおけるクライアント収容及び現用系、予備系からなる
冗長化システムに適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本発明の原理構成図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態における光クロスコネクト装置の構成図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態における波長選択スイッチの構成図である。
【図４】本発明の第２の実施の形態におけるユーザインタフェースを収容したシステム構
成図である。
【図５】本発明の第３の実施の形態におけるユーザインタフェースを収容したシステム構
成図である。
【図６】従来の光クロスコネクト装置の構成図である。
【図７】従来の波長選択スイッチの構成図である。
【符号の説明】
【００５８】
１００　光クロスコネクト装置
１１０　光サーキュレータ
１２０　波長選択スイッチ
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１２１　帯域分割フィルタ
１３０　全反射ミラー
１５０　制御手段、制御部
２００　ＵＮＩ（User Network Interface）
２１０　光サーキュレータ
２２０　波長選択スイッチ
２３０　全反射ミラー
３００　ＵＮＩ
３１０　光サーキュレータ
３２０　波長選択スイッチ
３３０　全反射ミラー

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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